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今年は、東日本大震災・福島第一原発事故から14年目となりました。時間の経過とともに、人々の
被ばくに対する意識は薄くなっています。しかし、まだまだ危険は身近にあります。
被ばくを科学的に可視化し、子どもたちの健康と暮らしを守るために、ご支援金150万円を役立
たせていただきました。みなさまの温かいお気持ちに、心から御礼申し上げます。

支援金で行った事業

nたらちねこどもドック
たらちねこどもドックは、子どもの健康診断です。検診を受けたお子さんに、医師が結果を記録し「こどもドッ
ク手帳」を手渡します。未成年のお子さんは、保護者が手帳を管理しますが、成人となり自分自身で健康管理を
する年齢になると、自分で検診の予約をし、手帳を持参して来院する事故当時未成年だった人たちもいます。
父母から子へ手帳を引き継ぐとき、子の健康を守り続けた親子の絆を感じる一場面もあります。
手帳は、病気の時にも役立ちますが、その子が、いかに健康であったかの証明にもなります。
被災地で暮らし成長する子どもたちにとって、自分が健康であることを示す科学的な結果も大切です。

n甲状腺検診
2011年に原発事故が起きたとき、私たち被災者は、放射能の汚染状況をリアルタイムに知ることができません
でした。国やメディアによる「ただちに健康に影響はない」と繰り返されるアナウンスの中で、何をどうした
ら命を守ることができるのかわからずに右往左往しました。初期被ばくが健康に影響することを知ったのも、
ずいぶんと時が経ってからでした。
「あのとき」汚染された水道水を使って料理をし、子どもに食べさせてしまったと後悔し、心配する母親もた
くさんいました。たらちねでは、そんな心配を受けて、被災地に出張し、臨時の診療所を開設して甲状腺検診
を行っています。
事故当時未成年だった子どもたちも、今は大人になり親になっている人もいます。
自分の子どもと一緒に検診を受けたり、子ども時代には親に検診を受けさせてもらえず、自分の健康を密かに
心配し続けていたけれども、自分で申し込んで検診を受けられるようになったので受けにきた、など、子ども
たちの成長や状況もさまざまです。
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こどもドックの様子

2025年1⽉〜11⽉の利⽤⼈数 118名

2025年1⽉〜11⽉の利⽤⼈数 139名

l 視⼒検査
l 聴⼒検査
l 内部被ばく検査
l 問診
l 甲状腺がん検診
l ⾎液検査
l ⼼電図

①は、検診開始の2013年から2024年までの経年結果です。B判定が増えていることが気になります。
②は、検診を受けた⼈の数は違いますが、結果の割合に⼤きな違いはありません。

① ②



防災ブック「Hahaの書」の作成と配布
東日本大震災以降も、地震や水害など大きな災害が発生しました。
そして、今後も南海トラフ大地震などの大規模な災害が起きることが予測されています。それらを踏まえ、
2025年は、これまでの私たちの被災経験を学びにした防災活動を行いました。その中で、特に資料の少ない
原発事故防災のための防災ブックを作成し、子育てする保護者のみなさんに「原発事故防災の知識」を共有し
ました。子どもを守るための「知っていれば役に立つ」内容です。

2025年1⽉〜11⽉の配布数3,415冊
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